
【１】令和７年度の取組

～R6

取

組

１ 佐賀モデルの先行実施学校部活動としての活動量・内容の見直し

多様なクラブ・スクール活動への生徒参加の円滑化

“地域型クラブ”の立ち上げ・運営に対する支援

1

３

２ 2 モデル事業の実施

3 選択肢の「見える化」

〇生徒の主体性の高まり、教職員の負担軽減（アンケート）

△佐賀モデルの理解度と運用の差（時間短縮≠目的、技術低下）

〇地域クラブ設立・運営ノウハウの蓄積
△財源確保・事故やトラブル対応への不安感

〇関係団体研修会等での広報
△地域クラブと民間クラブの違いが不明瞭

佐賀市内のスポーツクラブ等の
一覧表（小・中学生対象）
https://qr.paps.jp/IJws3

R6佐賀モデル事後アンケート結果
https://qr.paps.jp/NUQxZ

令和６年度 地域クラブ活動型
モデル 事後意識調査結果

https://qr.paps.jp/jFjXU

1

資料３

R5設定の「3つの方向性」を具体化するための取組

https://qr.paps.jp/IJws3
https://qr.paps.jp/NUQxZ
https://qr.paps.jp/jFjXU


R７

１ 佐賀モデル

R5設定の「3つの方向性」を具体化するための取組

学校部活動としての活動量・内容の見直し

多様なクラブ・スクール活動への生徒参加の円滑化

“地域型クラブ”の立ち上げ・運営に対する支援

1

３

２

2

2 モデル事業

3 選択肢の「見える化」

全18中学校試行

運営団体拡充

一覧表改訂

【１】令和７年度の取組



方向性 1 佐賀モデル（佐賀市部活動適正化モデル）

【目的】現在の学校部活動の適正化

生徒が「より主体的に」、 適切な時間（週8時間程度）で活動し、
より良い、文化・スポーツ活動を実現すること

update

R7

3

具体的な取組

STEP

01
・生徒主体で、自分たちで決めたい内容を決定 （部活単位）
・生徒主体で、練習計画等を作成   （部活単位）

ミーティング
合意形成

STEP

02
・練習内容を主体的に決定
・週あたり8時間程度で活動

実 践

STEP

03
・事後アンケートの実施、結果のフィードバック
・子どもの声をもとに佐賀モデルの改善

検 証

【学校（顧問）】

【市教委・学校】

【学校（顧問）】

【１】令和７年度の取組



方向性 1 佐賀モデル（佐賀市部活動適正化モデル）R7

生徒主体のミーティング資料①
（ルール・目標設定）

生徒主体のミーティング資料②
（練習計画作成）

生徒主体の練習運営
（メニュー・役割）

【１】令和７年度の取組
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方向性 1 佐賀モデル（佐賀市部活動適正化モデル）R7

A中学校 学校だよりでの周知

B中学校 学校ホームページでの周知

B中学校 学校だより（校時限の見直し）

【１】令和７年度の取組
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方向性 1 佐賀モデル（佐賀市部活動適正化モデル）R7

D中学校「部活動に係る活動方針」改訂版（一部抜粋）

E中学校「部活動に係る活動方針」改訂版（一部抜粋）

【１】令和７年度の取組
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生徒 
n=430

Q)佐賀モデルのねらいを理解していますか？

よく理解している

20％
（19%）

だいたい理解している

46％
（47%）

あまり
理解してない

21％
（23%）

理解していない

13％
（11%）

よく理解している

20％

だいたい理解している

69％

あまり
理解してない

11％

理解していない

0％

教員 
 n=71
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方向性 1 佐賀モデル（佐賀市部活動適正化モデル）R7
アンケート結果（R7.7月）※4月から試行7校
成章中・芙蓉中・諸富中・富士中
三瀬中・川副中・東与賀中

【１】令和７年度の取組

理解度に関する評価

（注）（ ）内の数字は1・2年生のみ抽出時の割合



6% 3%

36%

67%

25% 43%

36%

22%

63%
51%

28% 11%

決めていない 一部 ほとんど すべて

19% 8%
23%

53%
33% 59%

57%

44%44%
27% 15%

3%

決めていない 一部 ほとんど すべて

7% 7% 9%

73%

21%

63% 59%

18%

60%

27% 23%

9%

決めていない 一部 ほとんど すべて

活動の質に対する評価 決定の実態と満足度のクロス集計

② 練習日数や時間① キャプテンなどの役割 ③ 練習内容

[凡例]

全項目において

生徒の 自己決定割合が多いほど
生徒の 満足度が高い 8

とてもよかった

よかった

変わらなかった

悪かった

とても悪かった

肯定的割合

方向性 1 佐賀モデル（佐賀市部活動適正化モデル）R7

生徒  n=417

【１】令和７年度の取組
アンケート結果（R7.7月）※4月から試行7校
成章中・芙蓉中・諸富中・富士中
三瀬中・川副中・東与賀中



生徒 
n=430

Q）今後も佐賀モデルに取組みたいですか？

そう思う

31％
（35％）

ややそう思う

38％
（42%）

あまり
そう思わない

18％
（16%）

そう思わない

13％
（7%）

そう思う

22％

ややそう思う

65％

あまり
そう思わない

7％

そう思わない

6％

教員 
 n=72
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方向性 1 佐賀モデル（佐賀市部活動適正化モデル）R7

【１】令和７年度の取組

アンケート結果（R7.7月）※4月から試行7校
成章中・芙蓉中・諸富中・富士中
三瀬中・川副中・東与賀中

制度に関する評価

（注）（ ）内の数字は1・2年生のみ抽出時の割合



活動の量に対する評価

10

方向性 1 佐賀モデル（佐賀市部活動適正化モデル）R7

189

107

41

116

98

69

25

部活動では

63

100

107

70

57

107

日常生活では

佐賀モデルの活動時間
（週８時間程度）は 適切か？

生徒
n=430

適切

56％
（60%）

多すぎる
やや多い

12％
（13%）

少ない
やや少ない

32％
（27%）

部活動が

楽しくなった
部活動に

参加しやすくなった

自分たちの意見が
反映できてやりがいに

集中して練習できる
ようになった

チームワークが
よくなった

顧問の先生との
コミュニケーションが増えた

リーダーシップが
とれるようになった

佐賀モデルに取組んでプラスになったことは？ 【部活動・日常生活】
（複数回答）

学習時間や読書の
時間が増加した

勉強とのバランスが
うまくとれた

別のスポーツや趣味
などをすることができた

家族と過ごす時間や
会話が増えた

ストレスや心の
負担が減った

自分で過ごす時間を
有意義に感じた

【１】令和７年度の取組

アンケート結果（R7.7月）※4月から試行7校
成章中・芙蓉中・諸富中・富士中
三瀬中・川副中・東与賀中

（注）（ ）内の数字は1・2年生のみ抽出時の割合



方向性２ 地域クラブ活動型モデルR7

１ 総合型地域スポーツクラブ（継続） ２

平日2日・休日1日ベース 平日1日・休日1日ベース

地域クラブ（継続）

対   象：東与賀中・附属中 軟式野球部 他

運営団体：NPO法人 スポーツ・フォアオール

指導者：大学教授／兼職教員／学生 等

場  所：佐賀大学グラウンド

対   象：諸富中・川副中・芙蓉中 軟式野球部

運営団体：諸富ＢＢＣ

指導者：地域指導者／兼職教員／学生

場  所：諸富中学校グラウンド
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【１】令和７年度の取組

３ 民間プロスポーツチーム（新規）

対   象：城西中 男子バスケットボール部

運営団体：株式会社佐賀バルーナーズ

指導者：兼職教員／トレーナー／

場  所：城西中学校体育館

平日1日・休日1日ベース



【２】佐賀市の取組

学校

〇校合同練習
（拠点校）

A中 Ｂ中 C中

・合同練習は、A中・B中・C中の指導者が交代で指導
・指導者の負担軽減と子どもの活動機会、質の担保に

拠点校・合同部活

地域クラブ活動への移行プロセス（佐賀市事例）

地域

〇〇クラブ

地域クラブ活動

A中 Ｂ中 C中 （実践事例）

・指導希望の教員も地域クラブの指導に

・学校部活の外部指導者がそのまま地域指導者に
・学生がアシスタントコーチに
・プロチームアカデミーコーチがスポット指導に

兼職兼業
教員含む

総合型地域スポーツクラブ

地域有志による団体

民間プロバスケットチーム

運営主体 指導者
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方向性２ 地域クラブ活動型モデルR7



【２】佐賀市の取組

方向性２ 地域クラブ活動型モデルR7

業務

管理職 勤怠管理

顧　問 安全管理、ケガ対応、いじめ・トラブル対応、練習計画作成・管理

名簿作成、スケジュール・場所調整、消耗品・備品購入、

物品購入続き（説明・承諾書・申込書作成・発注）

大会引率、大会運営、審判、抽選会（顧問会議）、

練習試合（交渉）、実施要項等作成

生徒指導、仲間づくり、ニーズへの対応・個別対応、

練習メニュー作成、保護者・生徒連絡

部活動指導 技術指導

担当

学　校

顧　問

管理

庶務

大会等

練習等

学校部活動において、教職員が担っている業務と役割

指導者の確保だけでなく、地域クラブの運営業務、費用負担の在り方の整理など役割は多岐に渡る

主体が「学校」から「地域（社会教育）」になった場合、運営団体が担う役割
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【１】令和７年度の取組

方向性２ 地域クラブ活動型モデルR7

スポーツ安全保険への加入手続き事務 指導者の勤怠管理・謝金支払・源泉徴収事務

14

運営団体・実施主体の体制整備等／生徒の安全確保のための体制整備



【１】令和７年度の取組

方向性２ 地域クラブ活動型モデルR7

運営団体・実施主体の体制整備等／生徒の安全確保のための体制整備

クラブ独自の報酬規程設定

（例１）

監督とコーチの支給要件を区別

（例２）

指導者の意志で報酬の有無を選択

クラブ規約、クラブ方針作成
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【１】令和７年度の取組

ＳＡＧＡ部活安全指導オンデマンド研修（佐賀県教育委員会主催）

→ 地域クラブの指導者に対して、受講義務化

方向性２ 地域クラブ活動型モデルR7

指導者等の質の保障・量の確保／生徒の安全確保のための体制整備

委嘱状及び承諾書

→運営団体から指導者・所属長へ

教職員の兼職兼業申請

→指導者から所属長・市教委へ
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【１】令和７年度の取組

方向性２ 地域クラブ活動型モデルR7

トレーナー・管理栄養士による研修

→けが防止の観点から

→体づくりの観点から

ICT活用研修

→プロ選手との動作比較ツール

→豊富な練習メニューの主体的選択

指導者等の質の保障・量の確保／生徒の安全確保のための体制整備
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【１】令和７年度の取組

方向性２ 地域クラブ活動型モデルR7

活動場所の確保

学校施設利用に関する覚書

→運営団体から学校へ

部活動備品借用に関する覚書

→運営団体から保護者会へ

 →運営団体から学校へ

体育施設年間利用登録団体申請

→運営団体から学校へ
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【１】令和７年度の取組

方向性２ 地域クラブ活動型モデルR7

大会やコンクール運営の在り方

地域クラブ名で出場 地域クラブ名で出場 19



R7 多様なクラブ・スクール活動への生徒参加の円滑化３

少年スポーツ指導者資格取得費補助金

・対象資格：(公財)日本スポーツ協会公認スタートコーチ、コーチⅠ、ジュニアスポーツ指導員、
コーチングアシスタント 他

市内スポーツクラブ一覧表 （HP掲載）

佐賀市総合型地域スポーツクラブ設立支援補助金

・総合型クラブの設立・運営に要する経費

佐賀市小中学生各種スポーツ大会等出場激励金（社会体育対象）

各種研修会における部活動改革に関する講話（広報）

・市総合型地域スポーツクラブ連絡会
・市スポーツ協会役員研修会
・市スポーツ少年団指導者・保護者研修会
・市少年スポーツ指導者研修会
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佐賀市スポーツ振興課

【１】令和７年度の取組



【１】令和７年度の取組

R7 多様なクラブ・スクール活動への生徒参加の円滑化３

21

企業版ふるさと納税のメニュー追加


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21

